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細島4区に企業（論難ンエ業）進出

細
島
臨
海
工
業
地
帯
の
4
区
に
企
業
の
進
出
が
決
ま
り
4
月
2
1

日
、
市
役
所
委
員
会
室
で
進
出
計
画
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

進
出
す
る
の
は
、
大
阪
市
に
本
社
の
あ
る
富
士
チ
タ
ン
工
業
株
式

会
社
で
、
穆
酸
法
に
よ
る
高
純
度
チ
タ
ン
酸
バ
リ
ウ
ム
を
生
産
す

る
会
社
で
す
。

計
画
で
は
、
今
年
7
月
に
工
場
建
設
に
着
手
し
、
来
年
4
月
の
操

業
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

供
給
要
請
の
続
く
　
　
　
　
ゲ
ー
シ
・
ン
×
圧
電
材
（
魚
群
探

電
子
材
料
を
生
産
　
　
　
　
　
知
機
、
医
療
機
器
）
な
ど
が
あ
げ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ま
す
。

　
富
士
チ
タ
ン
工
業
株
式
会
社
は
、

酸
化
チ
タ
ン
や
蒸
着
材
料
、
電
子
磁

器
材
料
な
ど
を
生
産
す
る
化
学
工
業

系
の
会
社
で
、
大
阪
市
に
本
社
が
あ

り
ま
す
。
資
本
金
は
、
1
4
億
2
6
0

0
万
円
、
神
戸
市
と
神
奈
川
県
平
塚

市
に
工
場
を
有
し
、
社
員
数
2
3
0

人
〔
ほ
か
に
契
約
社
員
1
2
0
人
）
、

年
商
8
1
億
円
（
平
成
9
年
度
）
を
誇

る
会
社
で
す
。

　
計
画
で
は
、
細
島
4
区
工
業
団
地

内
の
旭
化
成
工
業
株
式
会
社
所
有
の

敷
地
約
9
0
0
0
㎡
に
、
約
3
0
0

0
㎡
の
建
物
を
建
設
。
設
備
投
資
に

約
1
2
億
円
を
予
定
し
、
今
年
7
月
に

着
工
、
来
年
4
月
置
ら
従
業
員
約
4
0

人
で
操
業
を
開
始
し
ま
す
。

　
日
向
工
場
で
は
、
電
子
材
料
用
と

し
て
実
用
化
さ
れ
て
い
る
蔭
酸
法
に

よ
る
高
純
度
チ
タ
ン
酸
バ
リ
ウ
ム
を

月
に
1
0
0
ト
ン
生
産
す
る
見
込
み

で
す
。
具
体
的
な
用
途
例
と
し
て
は
、

高
周
波
材
（
携
帯
電
話
、
カ
ー
ナ
ビ

　
こ
の
富
L
チ
タ
ン
丁
業
株
式
会
祉

の
チ
タ
ン
酸
バ
リ
ウ
ム
は
、
電
子
材

料
用
と
し
て
最
も
適
し
て
い
る
と
国

内
外
か
ら
評
価
を
受
け
、
旺
盛
な
供

給
要
請
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
牧
田
実
富
士
チ
タ
ン
工
業
株
式
会

社
会
長
か
ら
説
明
を
受
け
た
赤
木
市

長
は
、
「
今
後
、
日
向
市
の
産
業
の

振
興
、
雇
用
の
創
出
に
務
め
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
期
待
を
込
め
て
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ゆ
櫛
．

富士チタン工業（株）の進出が決まった

細島4区の旭化成用地

2

9

3

月
議
会
報
告

床
上
浸
水
等
の
災
害
に
対
し
て
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

菓　3月市護会報告

平
成
1
1
年
第
1
回
日
向
市
議
会
（
定
例
会
）
が
、
3
月
1
日
か
ら
1
9
日
ま
で
の
1
9
日

間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
に
は
、
人
事
案
件
1
件
、
条
例
6
件
、
事
件
決

議
9
件
、
1
0
年
度
補
正
予
算
9
件
及
び
1
1
年
度
当
初
予
算
1
4
件
の
計
3
9
件
を
提
出
し

ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
同
意
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
号

で
は
、
そ
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

人
推
薦
に
つ
い
て

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的

人
権
を
擁
護
し
、
自
由
人
権
思
想
の
普

及
や
高
．
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
委

員
の
推
薦
及
び
委
嘱
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
候
補
者

を
推
薦
し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
で
は
、
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
6
人
の
方
に
尽
力
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
石
川
安
雄
さ

ん
（
7
5
歳
”
原
町
3
丁
目
）
の
任
期
が

満
了
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
後
任

と
し
て
山
本
準
一
さ
ん
（
6
4
歳
”
川
路

団
地
）
を
推
薦
し
ま
し
た
。

　
山
本
さ
ん
は
、
市
職
員
と
し
て
3
7
年

間
勤
務
さ
れ
、
行
政
経
験
も
豊
富
で
識

見
も
高
く
、
人
権
問
題
を
は
じ
め
広
く

社
会
の
実
情
に
通
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
退
任
さ
れ
た
石
川
さ
ん
は
、
平
成
元

年
1
2
月
か
ら
9
年
4
か
月
の
長
き
に
わ

た
り
、
同
委
員
と
し
て
多
大
な
ご
貢
献

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

漏
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
取
得
し
よ
う
と
す
る
財
産
は
、
細
島

4
区
内
の
土
地
－
万
5
9
4
5
・
3
2

㎡
で
す
。
こ
れ
は
、
市
道
日
知
屋
財
光

寺
通
線
用
地
と
し
て
取
得
す
る
も
の

で
、
今
年
度
に
用
地
買
収
及
び
移
転
補

償
を
行
い
、
来
年
度
の
完
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
日
向
市
小
災
害
見
舞
金

細
諮
鍾
額
魏
条
例
の

　
こ
の
条
例
は
、
災
害
救
助
法
や
そ
の

他
の
法
令
の
適
用
を
受
け
な
い
小
規
模

の
災
害
に
対
し
、
お
見
舞
い
を
目
的
と

し
て
見
舞
金
・
弔
慰
金
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。

　
今
回
の
改
正
は
、
床
し
浸
水
等
を
含

む
家
屋
の
一
部
損
壊
に
つ
い
て
も
支
給

の
対
象
と
し
、
一
世
帯
当
た
り
1
万
円

を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

　
日
向
市
営
住
宅
の
設
置

矧
及
び
管
理
・
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

こ
れ
は
、
細
島
東
部
開
発
に
お
け
る

「
密
集
住
宅
市
街
地
整
備
促
進
事
業
」

で
建
設
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅
に
つ

い
て
、
市
営
住
宅
と
し
て
の
位
置
づ
け

の
も
と
、
管
理
・
運
営
し
て
い
く
た
め

に
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅
は
、
平
成
1
9

年
度
ま
で
に
4
2
一
1
1
を
建
設
す
る
も
の

で
、
1
0
年
度
4
戸
を
建
設
し
ま
し
た
。

　　 @　　　　　　　　　　　コヨゲ　　ロ　マせソ　　　　　　　　　い　　　　

平成10年度に完成した細島東部のコミュニティ住宅
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うるおいと生きが曇るまちを目指して…203億円を計上9
5

一般会計
σ

　市雛　　　　　　　　62億6448万9千円

　■収入　　　　　　　　5億3377万5予円

　触方交何鋭　　　　　49値9228万8千円

増方潮鷺磁交付皇 5健3400万円

現量纈晦磁 2億125万7千円

県支出重 量0鐘6754万7『F円

　市蟹　　　　　　　　　21●5970万6千円

周
、
鞠
．

欄噸

猫纏1．」◎⑤砺円一
鱒鷺斜隊．
柵

377，20

費　11

33，065

出資金
10．000

　　福助事粟　　　　　　19億6261万4千円

入

　
本
市
の
主
要
な
財
源
の
一
つ
で
あ

る
市
税
は
、
税
制
改
正
や
景
気
の
低

迷
に
よ
る
法
人
税
の
減
な
ど
の
影
響

の
た
め
伸
び
悩
み
、
前
年
度
比
で
わ

ず
か
一
・
0
％
増
の
6
2
億
6
4
0
0

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
基
準
財
政
需
要

額
の
伸
び
な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ

2
・
9
％
増
の
4
9
億
9
2
0
0
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
国
・
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
扶

助
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、
3
・
9
％

増
の
4
2
億
2
1
0
0
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
市
債
に
つ
い
て
は
、
国
の
経
済
対

策
に
よ
り
平
成
1
0
年
度
へ
前
倒
し
を

行
っ
た
こ
と
に
よ
る
投
資
的
経
費
の

減
に
伴
い
、
発
行
額
も
2
1
億
6
0
0

0
万
円
で
、
前
年
比
1
7
・
6
％
の
大

幅
な
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
債
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
次
年

度
以
降
に
財
政
の
硬
直
化
を
招
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
は
、
そ
の
抑
制
に
努
め

る
と
と
も
に
、
市
債
の
発
行
に
当
た

っ
て
は
、
償
還
額
の
一
部
に
対
し
交

付
税
措
置
の
あ
る
事
業
を
中
心
に
厳

選
し
、
で
き
る
だ
け
負
担
が
軽
減
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
今
後
と
も
、
積
極
的
な

財
源
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

出

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
日
向
市
第
3

次
総
合
計
画
や
県
北
地
方
拠
点
都
市

地
域
基
本
計
画
に
か
か
る
事
業
の
推

進
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
事
業
を
優

先
し
て
予
算
の
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
教

育
・
福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、

自
然
環
境
の
保
全
な
ど
、
行
政
の
拡

販
に
わ
た
っ
て
、
市
政
の
均
衡
あ
る

市
政
の
発
展
に
取
り
組
む
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
結
果
、
人
件
費
、
扶
助
費
な
ど
の

義
務
的
経
費
が
、
前
年
度
比
3
・

3
％
増
の
1
0
0
億
1
0
0
万
円
、

物
件
費
や
補
助
費
等
の
任
意
的
経
費

が
前
年
度
比
5
・
2
％
増
の
5
6
億
7

3
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
土
地

区
画
整
理
事
業
や
道
路
新
設
改
良
事

業
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費
が
前
年

度
比
7
・
8
％
滅
の
4
7
億
万
円
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
平
成
1
0
年
度

へ
の
前
倒
し
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と
、
構
成

比
率
の
最
も
高
い
も
の
が
民
生
費
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
児
童
福

祉
費
や
老
人
福
祉
費
を
中
心
に
高
い

伸
び
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
次
に
、
土
木
費
、
総
務
費
、
公
債

費
、
教
育
費
、
衛
生
費
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
用
謡
チ
ェ
ッ
ク
▲

◇
繰
入
金

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金
等

の
会
計
間
に
お
け
る
現
金
の
移
動
に

よ
り
収
入
と
し
て
計
上
す
る
お
金

◇
分
担
金
及
び
負
担
金

　
特
定
の
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、

そ
の
事
業
に
よ
っ
て
特
に
利
益
を
受

け
る
人
が
負
担
す
る
お
金

◇
地
方
交
付
税

　
所
得
税
な
ど
国
税
の
一
定
割
合
を

県
や
市
の
財
政
需
要
に
応
じ
て
交
付

さ
れ
る
お
金

◇
地
方
消
費
税
交
付
金
　
．

　
国
が
徴
収
す
る
消
費
税
（
4
％
）

と
地
方
消
費
税
（
1
％
）
の
う
ち
、

県
税
で
あ
る
地
方
消
費
税
の
2
分
の

一
が
市
町
村
へ
交
付
さ
れ
る
お
金

◇
地
方
醸
与
税

　
国
が
国
税
と
し
て
徴
収
し
、
客
観

的
な
基
準
に
よ
っ
て
そ
の
ま
ま
市
町

村
へ
譲
与
す
る
税

◇
特
別
地
方
消
費
税
交
付
金

　
県
が
、
料
理
店
等
に
お
け
る
飲
食
、

宿
泊
等
の
行
為
に
対
し
て
課
し
た
特

別
地
方
消
費
税
の
一
定
割
合
を
市
町

村
へ
交
付
す
る
お
金

◇
地
方
特
例
交
付
金

　
税
制
改
正
に
よ
る
地
方
税
の
恒
久

的
な
減
収
分
の
「
部
を
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金

◇
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

　
交
通
事
故
の
激
増
に
対
処
し
、
交

通
安
全
対
策
を
推
進
す
る
経
費
に
充

て
る
た
め
、
交
通
反
則
金
の
収
入
相

当
額
が
市
町
村
へ
交
付
さ
れ
る
お
金

◇
国
庫
・
県
支
出
金

　
特
定
の
事
務
事
業
に
対
し
、
そ
の

財
源
と
し
て
国
・
県
か
ら
市
へ
交
付

さ
れ
る
お
金

◇
市
債

　
大
規
模
な
事
業
を
行
う
に
あ
た

り
、
国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り

入
れ
る
お
金

◇
扶
助
費

　
老
人
福
祉
法
等
に
基
づ
き
、
被
扶

助
者
に
対
し
て
支
給
す
る
経
費

◇
公
債
費

　
市
が
、
国
や
金
融
機
関
か
ら
借
り

た
お
金
を
返
す
た
め
に
使
う
経
費

◇
貸
付
金

　
市
が
直
接
、
あ
る
い
は
間
接
的
に

住
民
の
福
祉
増
進
を
図
る
た
め
に
、

現
金
の
貸
付
を
行
う
お
金

◇
投
資
及
び
出
資
金

　
公
益
上
の
必
要
性
か
ら
み
て
、
会

社
の
株
式
を
取
得
す
る
場
合
な
ど
の

経
費
◇
繰
出
金

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
ま
た
は

特
別
会
計
相
互
間
に
お
い
て
支
出
さ

れ
る
経
費

◇
禰
助
費
等

　
他
の
地
方
公
共
団
体
へ
の
負
担
金

や
、
民
間
団
体
等
へ
交
付
さ
れ
る
補

助
金
な
ど

◇
物
件
資

　
人
件
費
、
維
持
補
修
費
、
扶
助
費
、

補
助
費
等
以
外
の
市
が
支
出
す
る
消

費
的
性
質
の
経
費

◇
普
通
建
設
事
業
費

　
道
路
や
学
校
な
ど
公
共
施
設
の
新

増
設
事
業
に
要
す
る
投
資
的
経
費

45
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均
衡
あ
る
市
政
の
発
展
の
た
め
に

事
業
に
取
り
組
み
ま
す

さ
ま
ざ
ま
な

　
市
は
、
均
衡
あ
る
市
政
の
発
展
の
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
2
0
3
億
8
0
0
0
万
円
の

一
般
会
計
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
事

業
の
う
ち
、
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
総
務
費

◆
市
警
編
さ
ん
事
業
…
平
成
1
3
年
度
に

迎
え
る
市
制
施
行
5
0
周
年
の
記
念
事
業

と
し
て
、
日
向
市
史
を
刊
行
す
る
も
の

で
す
。
今
年
度
は
、
行
政
関
係
の
占
公

文
書
を
中
心
に
、
資
（
史
）
料
の
調
査
、

収
集
を
行
い
ま
す
，

◆
総
合
計
画
策
定
事
業
…
平
成
1
3
年
度

か
ら
1
0
年
間
の
日
向
市
の
進
む
方
向
性

を
表
す
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
、
今

年
度
、
そ
の
基
礎
資
料
と
な
る
市
民
意

識
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

◎
民
生
費

◆
知
的
障
害
者
更
生
施
設
建
設
補
助
金

…
美
々
津
に
あ
る
福
祉
作
業
所
「
中
心

の
里
」
が
法
人
化
す
る
こ
と
に
伴
い
、

知
的
障
害
者
に
必
要
．
な
指
導
、
訓
練
を

行
う
更
生
援
護
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

そ
の
施
設
の
建
設
に
対
し
て
助
成
を
行

い
ま
す
。

◆
身
体
障
害
者
社
会
参
加
促
進
事
業
…

障
害
者
の
社
会
参
加
と
自
立
を
促
す
た

め
に
、
リ
フ
ト
付
福
祉
バ
ス
の
運
行
や

福
祉
機
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
さ
ら
に
障
害
者
の

運
転
免
許
取
得
及
び
自
動
車
改
造
に
助

成
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
在
宅
生
活
支
援
事
業
…
こ
れ

ま
で
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
に
対
し
昼
の

給
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
は
夕
食
の
サ
ー
ビ
ス

も
実
施
し
ま
す
。

◆
要
支
援
・
要
介
護
認
定
事
業
…
来
年

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
に

お
い
て
、
介
護
認
定
調
査
員
及
び
認
定

審
査
会
委
員
を
設
置
し
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
介
護
保
険
施
行
に
伴
う
事
務
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
保
育
所
に
お
け
る
特
別
保
育
事
業
…

公
立
及
び
認
可
保
育
園
に
お
い
て
、
障

害
児
・
低
年
齢
児
の
受
け
入
れ
、
延
長

保
育
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
新
た
に
大
E
谷
保
育
園
で
一
時
的

保
育
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
日
向
保

育
園
に
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
す
。

◆
放
課
後
児
重
健
全
育
成
事
業
…
放
課

後
、
家
庭
で
保
育
の
で
き
な
い
小
学
校

の
低
学
年
を
対
象
に
、
小
学
校
の
空
き

教
室
を
利
用
し
な
が
ら
、
遊
び
な
ど
を

通
し
て
子
供
の
健
全
育
成
を
図
る
も
の

で
す
。
日
長
屋
、
財
光
寺
地
区
に
次
い

で
今
年
度
、
在
高
地
区
を
追
加
し
ま
す
。

◎
衛
生
費

◆
一
般
廃
棄
物
埋
立
処
分
地
施
設
整
備

事
業
…
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛

生
の
向
上
を
図
る
た
め
、
焼
却
後
の
灰

や
不
燃
ご
み
な
ど
を
埋
め
立
て
処
分
す

る
施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
、
今
年
度

で
完
成
し
ま
す
。

◆
環
境
調
査
…
従
来
か
ら
の
河
川
水
や

事
業
用
排
水
の
調
査
、
悪
臭
調
査
等
に

加
え
、
産
業
廃
棄
物
処
理
場
周
辺
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
調
査
や
旭
化
成
化
学
品
工

場
周
辺
の
水
質
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

◎
商
工
費

◆
中
小
企
業
特
別
融
資
貸
付
事
業
…
中

小
企
業
者
が
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め

に
必
要
と
す
る
設
備
及
び
運
転
資
金
を

融
資
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
、
融

資
額
を
1
2
億
8
0
0
0
万
円
ま
で
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
保
証
料
に
つ
い
て
引

き
続
き
全
額
市
が
助
成
し
ま
す
。

◆
温
泉
利
用
施
設
整
備
事
業
…
口
固
サ

ン
パ
ー
ク
に
建
設
予
定
の
温
泉
利
用
施

設
に
つ
い
て
、
測
量
及
び
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

◎
土
木
費

◆
東
九
州
自
動
車
道
関
連
市
道
測
量
設

計
業
務
…
東
九
州
自
動
車
道
の
建
設
に

伴
い
、
高
速
道
と
交
差
す
る
市
道
の
調

査
を
行
い
ま
す
。

◆
日
向
市
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業

、

1
弓
1
　
．
．

…
駅
周
辺
を
日
向
繋
駕
の
顔
と
し
て
整

備
す
る
た
め
土
地
区
画
整
理
を
行
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
設

計
、
測
量
、
実
施
計
画
の
策
定
及
び
用

地
の
購
入
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
木
原
都
市
下
水
路
整
備
事
業
…
財
光

寺
南
地
区
の
生
活
排
水
や
雨
水
な
ど
を

流
す
下
水
路
を
整
備
し
ま
す
。

◎
農
林
水
産
業
費

◆
日
向
市
転
作
支
援
事
業
…
稲
作
か
ら

飼
料
、
野
菜
、
加
工
用
米
へ
の
転
作
に

対
し
、
市
単
独
で
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆
2
1
世
紀
を
担
う
む
ら
づ
く
り
事
業
補

助
金
…
本
谷
地
区
の
営
農
研
修
セ
ン
タ

ー
建
設
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

◆
2
1
世
紀
水
と
緑
の
ふ
る
さ
と
総
合
整

備
事
業
…
美
々
津
笹
尾
地
区
に
営
農
飲

雑
用
水
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

◆
日
本
の
渚
全
国
協
議
会
総
会
開
催
地

負
担
金
…
日
本
の
渚
百
選
に
選
定
さ
れ

た
お
倉
ケ
浜
を
有
す
る
日
向
市
で
、
日

本
の
渚
全
国
協
議
会
総
会
を
今
年
の
秋

に
開
催
し
ま
す
。

◆
県
単
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
…
日

向
漁
協
水
産
セ
ン
タ
ー
の
荷
さ
ば
き
施

設
を
補
修
、
整
備
し
ま
す
。

◆
リ
マ
区
域
等
周
辺
漁
業
用
施
設
設
置

助
成
事
業
…
今
年
度
か
ら
来
年
度
に
か

け
て
富
島
漁
協
に
水
揚
げ
荷
さ
ば
き
施

設
を
整
備
し
ま
す
。

◎
消
防
費

◆
水
防
資
機
材
購
入
事
業
…
水
防
用
の

エ
ア
ー
テ
ン
ト
な
ど
を
購
入
し
ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
…
細
島
地

区
の
自
主
防
災
組
織
の
育
成
に
助
成
し
　
　
高
齢
者
な
ど
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
り
ま
す
。

◎
教
育
費

◆
財
光
寺
小
学
校
プ
ー
ル
建
設
事
業
…

災
害
時
に
は
飲
料
用
と
し
て
使
用
で
き

る
耐
震
装
置
の
施
さ
れ
た
ス
テ
ン
レ
ス

製
浄
水
型
プ
ー
ル
を
整
備
し
ま
す
。

◆
財
光
寺
中
学
校
心
の
教
室
整
備
事
業

…
富
島
中
学
校
、
日
向
中
学
校
に
次
い

で
、
財
光
寺
中
学
校
に
余
裕
教
室
を
利

用
し
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
を
整

備
し
ま
す
。

◆
文
化
財
活
用
基
本
計
画
策
定
業
務
…

市
内
の
文
化
財
の
保
存
活
用
に
関
す
る

計
画
書
を
策
定
し
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
推
進
事
業
…
学
校

体
育
施
設
を
一
般
に
開
放
し
、
女
性
、

3月市謬会報告

企業会計●別会計
糠
特
◇特別会計　　　　　　　　133億6850万円

　一般会計に対し、特定の歳入歳出を一般会

計と区別して、個別に処理するための会計で、

日向市には12の特別会計があります。

　公営住宅事業　　　　　　6億1600万円

　健康で文化的な生活を営めるよう住宅を整

備し賃貸する事業。

　亀崎土地区画整理事業　　　1億1400万円

　亀崎北土地区画整理事業　　2億600万円

　財光寺南土地区画整理事業　　6000万円

　区画整理により総合的なまちづくりを行

い、良好な住環境の形成と有効な土地利用を

促進する事業。

　細島東部住環境整備事業　　　　　1億円

　細島東部地区に良好な住環境を整備するた

め、道路や住宅用地の造成、コミュニティ住

宅の建設を行う事業。

　城山墓園事業　　　　　　　　3400万円

　年次的に墓園を整備し、市民の墓地需要に

こたえる事業。

　簡易水道事業　　　　　　　　　1100万円

　美々津田の原、笹尾地区、平岩鵜毛地区に

生活用水等を供給する事業。

　下水道事業　　　　　　　23億6000万円

　快適な生活環境づくりと公衆衛生の向上を

図るため下水道を整備する事業。

　農業集落排水事業　　　　　1億7500万円

　農業用排水の水質保全、農村生活環境の改

善を図るために、し尿、生活雑排水等を処理

する施設を整備する事業。

　国民健康保険事業　　　　42億2000万円

　市民の医療を保障する国民健康保険に関す

る事務を行う事業。

　老人保健事業　　　　　　54億6700万円

　70歳以上の高齢者への医療給付や40歳以

上の方への健康診査等を行う事業。

　住宅新築資金等貸付事業　　　　550万円

◇企業会計（水道事業）　21億2696万5千円

　地方公営企業法の全部または一一都の適用を

受ける公営企業会計のことで、日向市では水

道事業会計がこれにあたります。

　特別会計及び企業会計の総額は、154億

9546万5000円で、平成10年度と比較して7

億3940万3000円の増となっています。
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路
線
測
量
や
地
質
調
査
な
ど

本
格
的
な
事
業
に
着
手

　
東
九
州
自
動
車
道
門
川
～
都
農
間
に

お
け
る
杭
打
式
が
3
月
2
5
日
、
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
予
定
地
で
あ
る
平

岩
・
秋
留
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
路
線
測
量
や
地
質
調
査
な
ど

本
格
的
な
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
今
回
の
杭
打
式
は
、
施
行
命

令
か
ら
3
か
月
と
い
う
異
例
の
ス
ピ
ー

ド
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
杭
打
式
で
は
、
日
本
道
路
公
団
や
関

係
者
約
2
0
0
人
が
出
席
し
、
青
木
秀

郎
”
日
本
道
路
公
団
九
州
支
社
長
が
事

業
概
要
を
説
明
す
る
と
と
も
に
「
本
路

東
九
州
自
動
車
道
杭
打
式

事業の円滑な進展を祈って杭を打つ赤木市長

線
は
九
州
の
産
業
、
経
済
を
支
え
る
重

要
路
線
で
あ
り
、
地
権
者
や
関
係
者
の

理
解
を
得
な
が
ら
早
期
完
成
に
全
力
を

傾
注
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

赤
木
市
長
ら
1
3
名
が
杭
を
打
ち
こ
み
、

事
業
の
円
滑
な
進
展
を
祈
り
ま
し
た
。

　
公
団
で
は
、
平
成
1
0
年
1
2
月
の
施
行

命
令
を
受
け
、
今
年
2
月
に
県
庁
に
お

い
て
事
業
説
明
会
を
開
催
し
た
の
ち
、

現
地
測
量
の
た
め
の
地
元
説
明
会
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
ル
ー
ト

内
の
測
量
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
経
て

関
係
機
関
と
の
設
計
協
議
に
入
り
、
幅

杭
の
設
置
、
用
地
取
得
、
本
体
工
事
着

工
と
進
め
、
お
お
む
ね
1
0
年
後
の
完
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

早
期
実
現
に
向
け
て

官
民
一
体
の
更
な
る
運
動
を

　
東
九
州
自
動
車
道
は
、
北
九
州
市
を

起
点
と
し
、
東
九
州
の
主
要
都
市
を
経

由
し
鹿
児
島
市
に
至
る
延
長
約
4
3
6

キ
ロ
の
高
速
自
動
車
国
道
で
す
。
東
九

州
地
域
の
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
す
る
幹
線
道
路
と
し
て
、
地
域
間

の
連
携
・
交
流
の
促
進
や
沿
線
地
域
の

産
業
・
経
済
・
文
化
の
発
展
、
災
害
時

の
代
替
路
な
ど
の
重
要
な
役
割
を
担
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
杭
打
式
を
実
施
し
た
区
間
は
、

門
川
町
の
延
岡
南
道
路
南
側
起
点
か
ら

都
農
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
3
4
キ

ロ
。
総
事
業
費
1
5
8
0
億
…
口
を
か
け

て
、
設
計
速
度
は
時
速
1
0
0
キ
ロ
の

暫
定
2
車
線
（
将
来
は
4
車
線
化
）
を

整
備
し
ま
す
。
そ
の
内
、
口
向
陰
間
の

高
速
道
路
は
日
知
屋
・
平
手
区
の
西
側

か
ら
塩
見
・
中
村
区
に
抜
け
、
．
平
岩
・

秋
留
地
区
、
曙
区
、
金
ケ
浜
区
、
幸
脇

西
区
、
美
々
津
・
余
薫
区
、
別
府
区
、

落
鹿
区
を
通
り
東
郷
町
へ
抜
け
る
全
長

約
1
7
キ
ロ
で
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は

秋
留
付
近
に
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
現
在
、
市
で
は
、
東
九
州
自
動
車
道

日
向
市
建
設
促
進
協
議
会
（
会
長
門
市

長
）
を
設
立
し
、
官
民
七
げ
て
の
早
期

実
現
に
向
け
た
更
な
る
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　冒　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　冒　　　　旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　一　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　一　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　罰　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　〒　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　■　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　■　　　　一　　　　一　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　■　　　　■　　　　■　　　冒　　　　一　　　　一一

顕彰碑に向かい献花する遺族ら

　
ノの
名
誉
市
民
の
紹
を
し
の

驚
斜
懸

の
名
さ
ん
、
3
・
4
代
震
の
故

E
樋
市
藤
井
満
義
さ
ん
、
初
1
4
代

漸
餉
騒
難
縢

族
を
は
じ
め
市
三
役
、
市
議
会
議
員
、

区
長
公
民
館
長
連
ム
ロ
会
会
長
ら
が
出
席
。

顕
彰
碑
に
向
か
い
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、

献
花
を
行
い
4
人
の
功
績
を
た
た
え
る

と
と
も
に
、
今
後
の
市
政
の
発
展
を
誓

い
ま
し
た
。

　
名
誉
市
民
顕
彰
式
は
、
市
制
施
行
4
0

周
年
を
記
念
し
て
平
成
3
年
度
か
ら
毎

年
開
い
て
い
ま
す
。

8

〉』σh
．

々
濯
町
並
み
広
場
が
完
成

　
市
は
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
美
々
津

地
区
に
美
々
津
町
並
み
広
場
を
整
備
し

ま
し
た
。

　
広
場
を
整
備
し
た
場
所
は
、
藩
政
時

代
に
幕
府
や
藩
の
伝
達
文
な
ど
を
掲
示

し
て
い
た
高
札
場
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
美
々
津
ま
ち
な
み
セ
ン
タ
ー

の
前
。
広
さ
約
1
2
0
平
方
メ
ー
ト
ル

の
広
場
に
は
、
高
札
場
の
沿
革
を
は
じ

め
、
日
向
市
や
四
郷
町
村
の
観
光
地
・

文
化
財
を
紹
介
し
た
案
内
板
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
高
札
場
を
現

代
風
に
再
現
し
た
ほ
か
、
木
造
わ
ら
ぶ

き
の
ト
イ
レ
や
石
敷
き
、
石
［
垣
の
土
塀

な
ど
周
辺
の
歴
史
的
景
観
に
調
和
し
た

作
り
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ベ
ン
チ
や
植
栽
も
備
え
、
安

ら
ぎ
を
与
え
る
休
憩
施
設
と
し
て
の
利

用
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
事
業
費
は
、
県
の
補
助
事
業
を
取

り
入
れ
た
約
2
0
0
0
万
円
。
今
後
の

管
理
は
、
耳
川
お
舟
出
の
会
（
会
長
”

佐
藤
久
恵
さ
ん
）
に
委
託
し
ま
し
た
。

　
広
場
の
完
成
式
は
4
月
3
日
、
現
地

で
開
か
れ
、
赤
木
市
長
が
「
地
区
の
快

適
性
と
利
便
性
を
高
め
る
施
設
と
し
て
、

多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
美
々

津
の
町
並
み
を
守
る
会
の
代
表
者
ら
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
新
た
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

　市は3月30日、平成13年の市制施行

50周年を記念して刊行する日向市史の

編集委員会を発足させ、赤木市長が委員

ll人に委嘱状を交付しました。

　口向市史は、市民の郷土に対する理解

を深め、誇りを高めるとともに、今後の

市の発展と文化の向上に役立てることを

目的として、通史編（．ヒ下2巻）、民族

・文化財編、資料編（2巻）及び写真集

の合計6巻を刊行する計画です。

　編集委員会は、郷上史料の調査、執筆

と編集に携わるもので、委員は市内外の

学識経験者らで構成されています。委嘱

された委員は、次のとおり（敬称略〉。

◇委員長＝河野聚（宮崎県総合博物館企

画専門員）

◇副委員長＝甲斐勝（郷上史家・作家）

◇委員＝稲森建蔵（延岡南養護学校教諭）

大賀郁夫（宮崎公立大学講師）藤川壽

（郷土史家）上杉勇蔵（日向市史談会会

長）大野裕（森林アドバイザー）黒木和

政（編集専門員）澄本和久（市社会教育

課長）黒木久遠（市美々津支所長）緒方

博文（市社会教育課職員）

鷺，ミ呂鞭会

じ「引ゲ検幌遇閏ηビい

r．．．ご．妙｝・．＾転氏予・庄

－トう舟ンヨン

儀

1舞

謎

葎う寒歪望伊興害　3どきの女の子・男の子たち

国難園圃讐ぜ翻罐響懲馨一

擁灘ll難難灘1羅
三頭≡簗錘謎モ棄夢更鐸肇曇会套裟

　
　
　
　
「
9
9
ひ
ゆ
う
が
し
女
性
週
間

　
　
　
の
つ
ど
い
」
が
、
4
月
1
0
日
か

　
　
　
ら
1
6
日
ま
で
男
女
共
同
社
会
づ

　
　
へ

繋
灘
媚
諜
藁

趨
扇
網
旙
難
辱
ま

の
馬
　
4
月
1
3
日
に
行
わ
れ
た
ミ
ニ

女
直
講
演
会
で
は
、
聖
心
ウ
ル
ス
ラ

の
ゆ
学
園
短
期
大
学
学
長
の
伊
東
幸

砦
U
ひ
子
さ
ん
が
「
今
ど
き
の
女
の

肘
ζ
　
　
エ
J
・
男
の
子
た
ち
」
と
い
う
演

含
プ
　
題
で
講
演
。
教
育
が
大
き
な
社

　
　
　
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
今
日
、

中
高
生
を
中
心
に
し
た
話
に
、
参
加
者

ら
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
伊
東
さ
ん
は
、
学
園
で
の
学
生
た
ち

の
生
活
態
度
を
も
と
に
、
「
子
供
の
よ

さ
」
「
問
題
点
」
「
魅
力
」
「
子
供
と
の

向
き
ム
ロ
い
方
」
に
つ
い
τ
紹
介
し
な
が

ら
、
「
わ
が
家
の
文
化
、
つ
ま
り
家
風

を
作
り
ま
し
ょ
う
」
と
語
り
ま
し
た
。

今時の中高生について語る伊東さん

9
1



e
顎
仕
員
窪
窪
が
腰

　
平
成
1
1
年
度
の
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
開
講
式
が
4
月
8
日

目
夜
の
部
）
、
4
月
1
9
日
（
昼
の

部
）
の
両
日
、
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
講
座
は
、
昭
和
4
8
年
か
ら
昨

年
ま
で
「
手
話
講
習
会
」
の
名

称
で
開
講
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
市
が
日
向
聴

覚
障
害
者
協
会
に
講
座
の
運
営

を
委
託
し
て
「
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
」
と
し
て
新
た
に
ス
タ

ー
ト
し
た
も
の
で
す
。

　
今
年
度
の
受
講
生
は
、
夜
の

部
が
4
4
人
、
昼
の
部
が

18

l
で
、
受
講
期
間
は
、

来
年
3
月
ま
で
の
1
年

間
で
す
。

　
開
講
式
で
は
、
赤
木
市
長
が

「
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
熱

心
に
学
び
、
社
会
福
祉
の
向
上

に
貢
献
し
て
く
だ
さ
い
」
と
受

講
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
開
講
式
後
、
早
速
講
義
が
開

始
さ
れ
、
「
こ
ん
に
ち
は
」
「
あ

り
が
と
う
」
な
ど
基
本
的
な
会

話
を
練
習
。
受
講
者
の
皆
さ
ん

は
、
文
字
や
単
語
が
ど
の
よ
う

に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
説
明
を

受
け
な
が
ら
「
な
る
ほ
ど
」
と
、

熱
心
に
手
や
指
を
動
か
し
て
い

ま
し
た
。

詞

⑳
馬
の
森
が
誕
生

養
の
寒
潔
馳

．武．

β

．藷

　
豊
か
な
漁
場
の
回
復
と
環
境
保
全
を

願
う
「
漁
民
の
森
」
植
樹
祭
が
3
月
2
4

日
、
細
島
日
向
岬
の
山
林
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
海
の
快
適
環
境
を
守
る
た
め
に
も
密

接
な
関
係
に
あ
る
森
を
育
て
、
次
世
代

に
引
き
継
ご
う
と
富
島
漁
協
が
中
心
と

な
り
漁
業
関
係
者
や
地
元
細
島
小
学
校

の
児
童
な
ど
約
1
5
0
人
が
参
加
。

　
参
加
者
ら
は
小
雨
の
降
る
中
、
「
美

し
い
森
と
海
を
守
り
育
て
よ
う
」
と
タ

ブ
や
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
な
ど
1
8
0
0
本
を

植
樹
し
ま
し
た
。

0
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
些
護

コつ　　　　　　　　　　　　　　

平成10年度（第6

わり塾
・第6騨畢

塾彦笥
　
わ

　
薪恥●凸「
、誌＿，L〕譜劉

　
市
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾

「
ひ
ま
わ
り
塾
」
の
第
6
期
生
修
了
式

が
3
月
2
5
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
、
1
8
人
が
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
認

定
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
ひ
ま
わ
り

塾
は
、
毎
月
－
回
の
定
例
講
座
や
視
察

研
修
な
ど
を
通
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
理

念
や
本
市
活
性
化
の
た
め
の
方
策
に
つ

い
て
研
修
し
て
き
ま
し
た
。

　
修
了
式
で
は
、
修
了
レ
ポ
ー
ト
の
報

告
も
行
わ
れ
、
修
了
生
一
人
ひ
と
り
が

1
年
間
の
成
果
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。
．

広綴畿に掲載された写翼を差し上げます。

　楯聾する方は市鴛魏課〔雪内線2234｝まで

㊥
域
防
災
の
か
な
め

　
　
　
日
向
市
消
防
団
は
4
月
1
日
「
新
旧

　
　
部
長
会
」
を
開
き
、
新
年
度
の
さ
ら
な

　
　
る
結
束
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
会
で
は

　
　
今
年
度
、
新
た
に
部
長
に
就
任
し
た
1
1

　
　
名
に
対
し
、
野
別
初
雄
団
長
か
ら
辞
令

　
　
が
交
付
さ
れ
、
新
体
制
が
発
足
。
野
別

　
　
団
長
が
「
地
域
の
た
め
に
職
務
に
励
ん

　
　
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
　
　
ま
た
、
日
向
市
消
防
団
に
は
今
年
度
、

　
　
女
性
消
防
部
に
5
名
、
消
防
団
に
2
名

　
　
の
女
性
を
含
む
4
6
名
が
入
団
し
ま
し
た
。

　
　
　
今
年
度
の
日
向
市
消
防
団
の
新
体
制

　
　
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

　
　
◆
団
長
1
1
野
別
初
雄
◆
副
団
長
開
黒
木

「
消
防
団
」

義
行
、
黒
木
清
人
、
村
上
立
三
◆
分
団

長
四
日
高
国
憲
（
第
－
分
団
）
、
藤
宗

和
史
（
第
2
分
団
）
、
広
川
清
（
第
3

分
団
）
、
松
木
正
博
（
第
4
分
団
）
、
世

良
忠
士
（
第
5
分
団
）
、
柄
本
堅
蔵

（
第
6
分
団
）
、
原
田
勇
（
第
7
分
置
）
、

黒
木
峰
男
（
第
8
分
目
）
◆
副
分
団
長

1
1
田
崎
辰
郎
（
ラ
ッ
パ
隊
隊
長
）
◆
本

部
付
1
1
津
田
悦
子
（
女
性
消
防
部
）
◆

部
長
1
1
市
木
隆
（
第
－
部
）
、
鈴
木
道

秋
（
第
2
部
）
、
奈
須
邦
嘉
（
第
3
部
）
、

桑
津
健
二
（
第
1
1
部
）
　
前
田
芳
広

（
第
3
1
部
）
、
猪
股
博
久
（
第
5
部
）
、

尾
前
裕
治
（
第
6
部
）
、
原
田
芳
男

（
第
7
部
）
、
黒
木
徳
行
（
第
1
2
部
）
、

柏
田
武
浩
（
第
1
3
部
）
、
日
高
和
広

（
第
1
4
部
）
、
黒
木
公
作
（
第
3
2
部
）
、

松
葉
徳
三
（
第
8
部
）
、
一
政
富
美
男
（
第

9
部
）
、
是
澤
治
男
（
第
1
0
部
）
、
林
田

哲
義
（
第
4
部
V
、
黒
木
広
明
（
第
1
5

部
）
、
長
友
正
博
（
第
3
4
部
）
、
黒
木
政

志
（
第
3
5
部
）
、
田
高
敏
（
第
3
6
部
）
、

稲
村
英
之
（
第
3
7
部
）
、
黒
木
誠
一

（
第
1
6
部
）
、
児
玉
忠
人
（
第
1
7
部
）
、

黒
木
和
彦
（
第
1
8
部
）
、
黒
木
誠
（
第

33

煤
j
、
柄
本
隆
（
第
1
9
部
）
、
寺
町
晃

（
第
2
0
部
）
、
黒
木
直
幸
（
第
3
8
部
）
、

黒
木
洋
（
第
2
2
部
）
、
石
田
廣
行
（
第

24

煤
j
、
甲
斐
敏
明
（
第
2
5
部
）
、
長
野

幸
一
（
第
2
6
部
）
、
河
埜
幸
久
（
第
2
7

部
）
、
高
木
富
士
夫
（
第
2
8
部
）
、
黒
木

晃
（
第
2
9
部
）
、
野
別
元
信
（
第
3
0
部
）

’

e
作
り
の
立
証
図
で
雲
叢
珊

　
日
知
屋
東
小
学
校
の
玄
関
に
日
向
市

の
立
体
地
図
が
登
場
し
ま
し
た
。
制
作

者
は
、
同
校
の
黒
木
義
和
校
長
先
生
。

「
平
面
図
よ
り
も
立
体
的
に
し
た
方
が

理
解
し
や
す
い
」
と
3
か
月
か
げ
て
よ

う
や
く
完
成
し
た
地
図
は
、
1
万
分
の

一
の
大
き
さ
で
、
厚
さ
4
ミ
リ
の
段
ボ

ー
ル
紙
を
積
み
重
ね
て
地
表
の
高
低
を

表
現
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
学
校
や
公

共
施
設
は
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
赤

い
電
球
が
光
っ
て
、
位
置
を
知
ら
せ
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
て
、
子
供
た
ち
が

楽
し
そ
う
に
の
ぞ
き
込
ん
で
い
ま
す
。

e
郷
の
き
ず
な
毒
め
ま
し
た

　
友
好
都
市
中
国
灘
坊
市
と
の
さ
ら
な

る
友
好
の
き
ず
な
を
深
め
よ
う
と
、
第

7
回
日
向
市
民
友
好
交
流
団
が
、
4
月

17

冾
ｩ
ら
6
泊
7
日
の
日
程
で
灘
坊
市

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
交
流
団
は
、
黒
木
富
士
夫
税

務
課
長
を
団
長
と
す
る
1
2
人
。
一
行

は
、
灘
坊
市
で
開
か
れ
る
世
界
風
箏

（
凧
揚
げ
）
大
会
に
参
加
す
る
と
と
も

に
、
平
成
8
年
置
友
好
都
市
締
結
1
0
周

年
記
念
に
日
向
市
民
の
寄
付
等
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た
灘
坊
日
向
友
好
学
校
な

ど
を
訪
問
し
て
友
好
を
深
め
ま
し
た
。
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鰯な醐

働
聾
し
欝
軸
篠
錺

み
な
ル
ご
き
が
は
な

御
名
崎
ヶ
鼻
遊
歩
道
か
ら

金
ヶ
浜
遊
歩
道
ま
で
の
探
訪
記

⑯

（
マ
ン
ボ
ウ
を
見
か
け
た
小
浜
か
ら
ル

ー
ト
沿
い
に
南
下
し
た
所
に
あ
る
、
こ

の
ル
ー
ト
随
一
の
展
望
所
）

　
展
望
所
か
ら
北
の
方
を
望
む
と
、
眼

下
の
「
小
浜
」
の
先
に
岩
場
が
続
き
、

そ
の
岩
場
を
つ
な
ぐ
遊
歩
道
や
手
す
り

が
確
認
で
き
ま
す
。
そ
の
先
に
は
、
こ

れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
御
名
崎
ケ
鼻
が

は
る
か
に
遠
望
さ
れ
て
、
感
慨
ひ
と
し金ケ浜遊歩道随一の展望所から望む景観

お
で
す
。

　
ま
た
、
南
方
に
目
を
転
じ
る
と
、
こ

ち
ら
も
岩
場
の
岬
と
深
い
入
り
江
で
変

化
に
富
ん
だ
美
々
津
方
面
の
景
観
が
一

望
で
き
、
遠
く
岬
の
一
角
に
あ
ず
ま
や

が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
こ
ま
で
歩
く
と
、

日
向
サ
ン
パ
ー
ク
は
も
う
間
近
で
す
。

私
た
ち
は
い
つ
も
、
こ
の
小
浜
の
上
の

展
望
所
で
、
弁
当
を
広
げ
た
り
、
休
憩

を
取
っ
た
り
し
て
い
ま
す
，

　
こ
の
目
は
再
度
、
小
浜
で
見
か
け
た

「
マ
ン
ボ
ウ
」
を
見
る
幸
運
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
マ
ン
ボ
ウ
は
、
大
き
な
セ
ビ

レ
を
右
に
左
に
揺
ら
し
な
が
ら
、
岬
の

下
の
海
面
を
、
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り

と
沖
に
向
か
っ
て
泳
い
で
い
て
、
私
た

ち
は
そ
の
様
子
を
じ
っ
く
り
と
見
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
千
載
一

遇
の
出
会
い
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
．

　
さ
て
、
ル
ー
ト
は
、
こ
の
展
望
岬
か

ら
少
し
戻
っ
た
分
岐
点
を
左
に
下
っ
て

続
い
て
い
ま
す
。
ひ
と
坂
を
下
る
と
、

す
ぐ
に
大
き
な
岩
盤
の
上
に
出
る
こ
と

が
で
き
、
南
方
の
視
界
が
ぐ
ん
と
開
け

ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ふ
る
さ
と
の
自

然
を
守
る
会
の
小
倉
久
信
さ
ん
（
原
町
）

に
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

盗1歳¢

なったホ

ロ
コ
田
ヨ

、
．
－
や
田

ヒ
ち
塩

露「賜田中堀

幸夫・展

ヒ村七海か
吉裕・敦子（原

．
「
■
闘
≦
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ー
ス
タ
ー
（
復
活
祭
）

キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
祝
う
イ
ー
ス
タ
ー
祭
は

教
徒
に
と
っ
て
楽
し
く
て
忙
し
い
期
間
で
す

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
3
　
　
　
　
　
　
　
　
「
，

月
か
ら
4
月
に
か
け
て
、
イ
ー

ス
タ
ー
（
復
活
祭
）
と
い
う
お

祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

サ
ク
ソ
ン
族
の
秋
の
女
神
「
イ

ー
ス
タ
ー
」
に
ち
な
ん
で
名
付

P
「、

℃
馳

1

　
図
書
館
に
は
、
物
語
や
図
鑑
な
ど
本
当
に

た
く
さ
ん
の
本
が
あ
り
ま
す
。

　
僕
が
一
番
多
く
読
ん
だ
の
は
、
物
語
の
本

で
す
。
そ
の
中
で
一
番
よ
か
っ
た
の
は
「
は

て
し
な
い
物
語
」
と
い
う
本
。
主
人
公
の
少

黒木　良介さん
　　　　　（14歳：鵜毛）

年
が
、
本
の
世
界
か
何
か
に
入
り
、
い
ろ
ん

な
体
験
を
し
て
帰
っ
て
く
る
と
い
う
本
で
、

と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
こ
の
本
を
書
い

た
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
の
本
を
ほ
か
に
も

読
み
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
す
ば
ら
し
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
実
を
書
い
た
本
で
は
、
「
ギ
ネ

ス
・
ブ
ッ
ク
」
や
「
空
想
科
学
読
本
」
が
よ

か
っ
た
で
す
。
「
ギ
ネ
ス
・
ブ
ッ
ク
」
は
、

い
ろ
ん
な
世
界
「
が
紹
介
し
て
あ
り
、
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
空
想
科

学
読
本
」
は
、
「
夢
を
壊
し
て
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
」
な
ど
と
宣
伝
さ
れ
た
本
で
、
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
な
ど
を
科
学
的
に
説
明
し
よ
う
と
し
た

本
で
、
と
て
も
笑
え
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
と
長
く
書
き
ま
し
た
が
、
「
本

を
た
く
さ
ん
読
む
と
、
頭
が
よ
く
な
る
」
と

も
言
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
面
白
い
本

を
ド
ン
ド
ン
読
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
先
月
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
「
川
上
さ
ん
」

は
「
河
上
さ
ん
」
の
、
「
読
み
ざ
ら
し
」
は

「
読
み
ざ
し
」
の
間
違
い
で
し
た
。
お
わ
び

し
て
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

け
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
今
で

は
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
祝
う
キ

リ
ス
ト
教
会
の
秋
の
お
祭
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
イ
ー
ス
タ
ー
の
お
祭

り
は
、
4
月
2
日
か
ら
4
日
ま

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
昔
か
ら
、

こ
の
期
間
は
断
食
を
す
る
期
間

と
さ
れ
、
肉
・
卵
・
ワ
イ
ン
・

乳
製
品
な
ど
は
食
べ
な
い
も
の

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
期
間
は
キ
リ
ス
ト
を
偲
ぶ

期
間
と
さ
れ
、
パ
ー
テ
ィ
ー
な

ど
は
控
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
断
食
を
す
る
人
々

は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
生

活
習
慣
を
改
め
よ
う
と
す
る
人

は
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
結

婚
式
も
こ
の
期
間
内
に
は
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

　
イ
ー
ス
タ
ー
を
お
祝
い
す
る

地
域
で
は
、
昔
か
ら
鶏
卵
は
新

生
活
と
秋
の
到
来
を
象
徴
す
る

も
の
さ
れ
て
い
ま
す
。
彩
色
し

て
飾
り
を
つ
け
た
り
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
で
作
っ
た
り
し
た
イ
ー

ス
タ
ー
の
飾
り
卵
は
、
子
供
た

ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
こ

の
時
期
に
「
タ
マ
ゴ
転
が
し
競

争
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

か
た
ゆ
で
卵
を
斜
面
に
転
が
す

競
争
で
、
最
も
遠
く
に
転
が
し

た
人
が
優
勝
者
で
す
。

　
こ
ん
な
ぶ
う
に
、
キ
リ
ス
ト

教
徒
に
と
っ
て
、
こ
の
時
期
は

楽
し
く
忙
し
い
期
間
な
の
で
す
。

　
「
ド
リ
ー
ム
・
タ
イ
ム
」
と

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住

民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
考
え
方
や
文

化
を
指
す
言
葉
で
す
。

●

　　　・．茎、　　　　　　　　、㌶

　　　．．デ、　．＝・1「’　紀誌∴

　　露ド　　・諮毒．
　　断、艦　　　　　　　　　　　　　　　簡ト．．
　，．・丸シ’　　　　　　　．一．1

橋ロ　美幸さん｛1歳：高松）

　日本ホワイトファーム㈱宮崎事

務所に勤務しています。中学、高

校とソフトボール部に所属。高校

では、県大会で優勝し、京都で開

催された高校総体に出場したこと

が、最高の思い出です。

　5月は連休があるので、友達と

旅行に行きたいと思っています。

いきいき

　青春トーク

，
f
J

　亀崎の㈱ホンダ宮崎に勤務して

います。昨年の5月から営業の仕

事をしていますが、なかなか難し

いですね。でも、商談がまとまる

と疲れも吹っ飛びます。

　ドライブやカラオケが好きです

が、社長の薦めもあってゴルフを

始めようかと思っています。
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ミ
囹
O
勇
群
山
昌
O
暑
お
知
ら
せ

市
役
所
は
代
表
盈
5
2
1
2
1
1
1
で
す
。
　
　
7
4

情
報
等
は
総
務
課
（
盈
内
線
2
2
3
4
）
へ
。

　　　市は「身元調査お断り運動」を

⑰　　　推進しています。

ぼ
し
ゅ
う

一
　
日
向
市
介
護
保
険
事
業
介
護
認
定
旧
査
員

　
生
か
し
て
く
だ
さ
い

　
あ
な
た
の
資
格

　
市
は
、
今
年
1
0
月
－
日
か
ら

開
始
す
る
介
護
保
険
事
業
の
要

介
護
準
備
認
定
に
つ
い
て
、
そ

の
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

◇
業
務
内
容
1
1
介
護
認
定
申
請

者
世
帯
及
び
介
護
保
険
施
設
を

訪
問
し
、
介
護
認
定
調
査
を
行

う
と
と
も
に
、
「
か
か
り
つ
け

医
意
見
書
」
の
作
成
依
頼
・
回

収
を
行
う

◇
任
用
期
間
1
1
平
成
1
1
年
8
月

－
日
か
ら
平
成
1
2
年
3
月
3
1
日

ま
で
（
た
だ
し
、
5
年
間
を
限

度
と
し
て
再
任
可
）

◇
勤
務
時
間
1
1
午
前
8
時
3
0
分

か
ら
午
後
5
時
ま
で
（
火
～
金

曜
日
の
週
3
0
時
間
以
内
〉

◇
報
酬
1
1
基
本
額
1
4
万
6
0
0

0
円
（
別
途
、
地
区
加
算
あ
り
）

◇
福
利
厚
生
1
1
雇
用
保
険
、
健

康
保
険
、
厚
生
年
金
あ
り

◇
募
集
人
員
1
1
若
十
名

◇
応
募
資
格
1
1
①
市
内
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
方
、
②
医
師
、

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
婦

（
士
）
、
保
健
婦
（
士
）
、
理
学
療
法

士
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉

上
等
の
保
健
・
医
療
ま
た
は
福

祉
の
専
門
的
な
資
格
を
有
す
る

方
（
性
別
は
問
わ
ず
）
、
③
健

康
で
介
護
保
険
事
業
の
介
護
認

定
調
査
事
務
に
適
す
る
と
認
め

ら
れ
る
方
、
④
学
歴
は
問
わ
な

い
が
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の

一
般
教
養
を
有
す
る
方
、
⑤
原

動
機
付
自
転
車
ま
た
は
普
通
自

動
車
の
免
許
を
所
持
し
、
自
家

用
車
（
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
可
）

を
保
有
し
て
い
る
こ
と

※
以
ヒ
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と

◇
募
集
期
間
1
1
5
月
1
7
日
目
月
）

～
5
月
3
1
日
（
月
）

◇
提
出
書
類
1
1
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
に
自
筆
で
記
入
し
、
上

半
身
〈
胸
か
ら
ヒ
〉
の
写
真
を

張
り
付
け
る
こ
と
）

◇
採
用
試
験
1
1
．
次
選
考
／
書

類
審
査
（
合
格
者
の
み
に
通
知
）
、

二
次
選
考
／
面
接
（
6
月
1
3

口
”
口
向
市
役
所
）

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
市
福

祉
事
務
所
高
齢
者
あ
ん
し
ん
対

策
室
（
容
内
線
2
1
7
7
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
、
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

公
開
抽
選
で

入
居
者
を
決
定
し
ま
す

　
市
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

◇
申
込
書
配
布
期
間
0
6
月
2

日
（
水
）
～
4
口
（
金
V
（
午
前
9
時

～
1
2
時
、
午
後
－
時
～
4
時
）

◇
申
込
書
配
布
会
場
1
1
市
役
所

南
別
館
2
階
会
議
室

◇
申
込
書
受
付
期
間
1
1
6
月
9

日
（
水
V
～
1
1
目
（
金
）
（
午
前
9
時

～
1
2
時
、
午
後
－
時
～
4
時
）

◇
申
込
書
受
付
会
場
1
1
市
役
所

南
別
館
2
階
会
議
室

◇
申
込
資
格

①
公
募
日
の
前
日
ま
で
に
市
内

に
住
所
が
あ
る
方
ま
た
は
市
内

に
勤
務
し
て
い
る
方
。

②
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
い
る
方
。
た

だ
し
、
5
0
歳
以
ヒ
の
単
身
者
の

方
は
、
次
の
住
宅
に
限
り
申
し

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
岩
脇
住
宅
（
1
～
2
棟
）

・
大
原
住
宅
（
1
～
4
棟
）

・
木
原
住
宅
（
1
～
4
棟
）

・
櫛
の
山
住
宅
（
1
～
H
棟
）

③
入
居
者
及
び
同
居
親
族
の
過

去
－
年
間
の
収
入
月
額
（
所
得

税
法
に
準
じ
て
算
出
し
た
所
得

金
額
の
合
計
額
か
ら
条
例
で
定

め
た
額
を
控
除
し
、
そ
の
額
を

12

ﾅ
割
っ
た
額
）
が
2
0
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
高

齢
者
・
障
害
者
世
帯
等
に
つ
い

て
は
、
2
6
万
8
0
0
0
円
以
下

で
あ
る
こ
と
。

④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
方
。

⑤
住
民
税
を
完
納
し
て
い
る
方
。

◇
入
居
の
決
定
”
5
月
3
1
日
ま

で
の
空
き
家
数
の
状
況
で
募
集

を
行
い
、
公
開
抽
選
で
入
居
者

を
決
定
し
ま
す
。
抽
選
で
漏
れ

た
方
に
つ
い
て
は
、
6
月
－
日

以
降
の
空
き
家
に
随
時
入
居
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
団
市
建
設
課

（
盈
内
線
2
3
4
6
）

第
2
4
回
日
向
市
美
術
展
覧
会

あ
な
た
も
出
ロ
。
ロ
し
ま
せ
ん
か

◇
会
期
1
1
5
月
2
9
日
（
＋
）
～
6

月
6
耳
底
）

◇
会
場
1
ー
ア
ス
テ
ィ
ロ
向
寿
星

◇
募
集
作
品
闘
絵
画
、
彫
塑
、

工
芸
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
、
書
、
写
真

※
応
募
規
程
に
つ
い
て
は
、
市

社
会
教
育
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

5
月
の
相
談

◇
交
通
事
故
巡
回
相
談

　
と
き
■
5
月
1
4
日
（
金
）

　
　
　
　
1
0
”
3
0
～
1
4
”
3
0

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
人
権
・
行
政
相
談

　
と
　
き
■
5
月
2
5
日
〔
火
）

　
　
　
　
1
0
“
0
0
～
1
5
”
0
0

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
と
　
き
■
5
月
2
0
日
〔
木
）

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

　
申
込
先
■
市
民
課

　
　
　
　
（
容
内
線
2
1
4
0
）

◇
年
金
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
5
月
1
1
日
（
火
）

　
　
　
　
O
H
O
～
5
…
O

　
　
　
　
1
　
　
0
　
　
1
　
　
　
0

　
と
こ
ろ
■
青
少
年
ホ
ー
ム

◇
医
師
に
よ
る
健
康
相
談

　
と
　
き
■
6
月
2
5
日
（
金
）

　
　
　
　
1
9
”
3
0
～
2
1
”
0
0

　
と
こ
ろ
■
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
内
容
■
高
血
圧
・
低
血
圧

　
医
師
■
吉
田
医
院
・
占
田

　
　
　
　
馨
医
師

　
申
込
方
法
圏
希
望
す
る
方
は
、

　
　
5
月
3
1
口
ま
で
に
市
健
康

　
　
管
理
セ
ン
タ
ー
（
含
内
線

　
　
2
1
8
1
）
ま
で
ご
連
絡

　
　
く
だ
さ
い
。

＿お椥4二更
　一一一＿

◇
応
募
資
格
1
1
市
内
在
住
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

市
出
身
者
並
び
に
市
内
の
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

所
、
学
校
に
通
勤
、
通
学
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

い
る
方
。
及
び
、
入
郷
町
村
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

在
住
者
。
学
生
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

高
校
生
以
ヒ
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

◇
出
品
数
・
出
品
料
1
1
　
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

一
人
2
点
ま
で
で
、
　
一
般
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

人
2
0
0
0
円
、
高
校
生
は
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

人
5
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

◇
応
募
方
法
1
1
市
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

に
備
え
付
け
の
出
品
表
を
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

に
添
付
の
う
え
、
5
月
2
5
口
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

26

冝
i
い
ず
れ
も
午
後
1
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

6
時
）
に
直
接
会
場
に
搬
入
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

99日向市こどもおまつり広場

．，
｠、あそびにきてね／繍＼

ノたのルい、
・　遊びが
唖いっぱいあるよ

σ

炎
◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
社
会
教
育

課
内
・
第
2
4
回
日
向
市
美
術
展

覧
会
事
務
局
（
實
内
線
2
4
2

5
）

一
　
市
民
鼠
口
の
利
用
者

　
あ
な
た
も
野
菜
作
り
に

　
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
市
は
、
野
菜
や
花
な
ど
の
栽

培
を
通
じ
て
、
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
作

り
な
ど
と
と
も
に
、
農
業
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ

う
と
市
民
農
園
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

5月16日（日）
午前9時～12時

日向市中央公民館　交流広場
●体験コーナー（作って遊ぼう・囲碁）

●保母による「お楽しみオンステージ」

●ハイハイ競争　　●試食コーナー

●お店コーナー（かき氷・風船・くじびき）

●動・植物広場（ウサギ・ヤギ・花苗など）

一部の販売品は有料となります。

時
　
所

日
　
場

　　　　　　　　　　　　　　　　リロ
問い合わせ　日向市保育協議会事務局

　　　　（高松保育園：TEL58－0200）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　－　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　一　　　　冒　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　’　　　一　　　一　　　　－
一　　　　一　　　　一一

　
今
回
、
新
た
に
空
き
区
画
が

で
ま
し
た
の
で
、
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。
あ
な
た
も
野
菜
作

り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
場
所
1
1
財
光
寺
六
反
田

◇
区
画
面
積
1
1
1
区
画
／
4
・

5
m
x
5
・
O
m

◇
使
用
料
H
3
0
0
0
円
／
年

◇
応
募
資
格
1
1
市
内
在
住
の
方

◇
募
集
区
画
1
1
2
0
区
画
（
予
定
）

◇
申
込
期
限
1
1
5
月
1
7
日
（
月
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
と
し
ま
す

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
市
農

林
水
産
課
（
實
内
線
2
3
1
2
）

イ
ベ
ン
ト

一
　
5
月
1
日
～
1
4
日
は
響
の
読
書
週
聞
で
す

　
読
書
の
春
は
図
書
館
で

　
5
月
－
日
か
ら
1
4
日
ま
で
は
、

春
の
読
書
週
間
で
す
。
こ
の
読

書
週
間
に
併
せ
て
市
立
図
書
館

で
は
、
「
春
の
と
し
ょ
か
ん
ま

つ
り
」
と
「
読
書
講
演
会
」
を

開
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

図
書
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
春
の
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り
》

◇
日
時
1
1
5
月
9
日
（
土
）
午
前

9
時
～

◇
会
場
H
市
立
図
書
館

◇
内
容
1
1
お
は
な
し
会
、
　
一
日

解魯Q＆A
Q．失業中のため国民年金保険

料を納付できません。どうずれ

ばよし、でしょうか’。

A．失業や病気など経済的な理

由で保険料を納付できない場合

には、申請免除の制度がありま

す。希望する方は、印鑑をご持

参のうえ年金係へお越しくださ

い。この申請は、年度ごとに行

わなければなりませんから、ご

注意ください。

　保険料納付の免除をした場
合、受給額が減額されますが、

10年以内であればさかのぼって

納付することができます。

　　　「みやげ」と税？

　「みやげ」は“土産”と書き

ますが、もともとはその土地で

産するものという意味で「ドサ

ン」と読むそうです。

　では、なぜ「ミヤゲ」と言う

ようになったのでしょう。

　それは、古代の鱗の税の貯
蔵倉庫であった“屯倉”に由来

します。そこに貯蔵された税そ

のものが、土地の産物（いわゆ

る物納品）だったからだと言わ

れています。

　土産のルーツが、税だったな

んてちょっと意外ですよね。

㎝
㎝
㎝
㎝

　　　　　5月の献血

5日（水）／ホームワイド財光寺店

　　　　　　　　　（9：00～16

27日（木）／九電工日向営業所

　　　　　　　　　（8＝00～10

　　　　市環境整備課
　　　　　　　　　（11：30～13

　　　　市役所庁舎前
　　　　　　　　　（13：30～16

3月中の交通事故

日向市分 0内前月比

人身事故　死　亡　負傷者　物損事故

21件　　0人　　26人　127件

（十6）　　　（一2｝　　（十9）　　（十22）

～止まって確認1無事故に挑戦～

75



日向市高齢者交通安全推進大会

◇とき＝5月13日午前9時～　◇ところ＝市文化交流センタ
県警音楽隊がやってくる

■子膏ての情報が満載！

　　子育てテレホンサービス（雪53－5857）

76

図
書
館
員
、
古
本
市
な
ど

《
読
書
講
演
会
》

◇
日
時
1
1
5
月
2
2
日
（
土
V
午
後

1
時
3
0
分
～

◇
会
場
1
1
日
知
屋
公
民
館

◇
講
師
1
1
宮
川
ひ
ろ
（
絵
本
作

家
）◇
演
題
1
1
心
を
耕
す
こ
と
ば
を

◇
入
場
料
1
1
無
料

　
詳
し
く
は
、
日
向
市
立
図
書

館
（
含
5
4
1
1
9
1
9
）
へ
。

歯
と
健
康
親
子
の
集
い

健
康
な
歯
を
い
つ
ま
で
も

　
6
月
4
日
か
ら
1
0
日
ま
で
は
、

歯
の
衛
生
週
間
で
す
。
こ
の
週

間
に
先
立
ち
日
向
市
・
東
臼
杵

郡
歯
科
医
師
会
で
は
、
「
歯
と

健
康
親
子
の
集
い
」
を
、
5
月

22

冝
i
上
）
午
後
2
時
か
ら
ア
ス

テ
ィ
日
向
寿
屋
で
開
き
ま
す
。

　
集
い
で
は
、
「
母
と
子
の
良

い
歯
コ
ン
ク
ー
ル
」
や
「
歯
の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　四　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　冒　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　冒　　一　　　　旧　　　　冒　一　　　　冒　　　　冒一　　　　一　　　　一一

無
料
健
診
・
は
み
が
き
指
導
」

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
健
康
な
歯
に
自
信
の
あ
る
皆

さ
ん
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
　
ま
た
、
宮
崎
県
歯
科
医
師
会

で
は
、
歯
の
衛
生
週
問
期
間
中

の
6
月
4
日
、
県
下
一
斉
に
歯

の
無
料
健
診
・
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
当
日
は
「
歯
の
無
料
健

診
・
相
談
」
の
ポ
ス
タ
ー
か
会

員
之
証
を
掲
示
し
て
い
る
お
近

く
の
歯
科
医
院
に
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
受
診
者
に
は
、
健

診
結
果
を
記
載
し
た
「
歯
の
健

康
手
帳
」
と
歯
ブ
ラ
シ
を
進
呈

し
ま
す
。

　
噛
む
こ
と
は
、
全
身
の
健
康

と
美
容
に
深
い
関
係
が
あ
り
ま

す
。
8
0
歳
ま
で
2
0
本
の
歯
を
保

つ
よ
う
、
今
か
ら
心
掛
け
ま
し

よ
う
。

5月の納期

期全軽自動車税

5月分

この社会あなたの税が

　　　　　　　　生きている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　『　　　　〒　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　醒　　　　一　　　　一　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一一

あなたの「まちづくり」を応援します

　　　　　　　　　　　　　　　，

国民年金保険料

　市は、皆さんの自主的なまちづくり活動を応援するため

に、「ひまわり基金事業」と「うるおい福祉基金事業」の

助成事業を行っています。自分たちのまちを自分たちで輝

かせるためにも、どうぞご利用ください。

うるおい福祉基金事業ひまわり基金事業

　地域福祉の向上または高

齢者の健康づくり、生きが

いづくりを図る福祉ボラン

ティア活動や民間の福祉事

業に対し、最高30万円を助

成します。

　希望する団体等は、日向

市うるおい福祉基金事業助

成金交付申請書に事業計画

書、収支予算書等を添付の

うえ、5月28日までに日向

市うるおい福祉基金事業推

進委員会（市高齢者あんし

ん対策室内）へ提出してく

ださい。

　詳しくは、市高齢者あん

しん対策室（麿内線219

2）へ。

　市内の民主的団体や市民

10人以上のグループが、ま

ちづくり事業を行う場合
に、事業費の最高2分の1

の額（限度額50万円）を助

成します。

　希望する団体等は、「助

成金交付申請書」を5月6

日から31日までにひまわり

基金事業推進協議会（市企

画課内）に提出してくださ

い。協議会では、提出され

た事業等について審査し、

まちづくり、人づくりにぶ

さわしいと認定した事業に

対し助成金を交付します。

　詳しくは、市企画課（含

内線2218）へ。
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療
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さ
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。
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す
。
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動
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税
に

つ
い
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次
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該
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す
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免
の
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度
が
あ
り
ま
す
。

①
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た
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直
接
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用
と

認
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ら
れ
る
軽
自
動
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身
体
障
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障
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自
ら
運
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す
る

軽
自
動
車

③
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介
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る
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動
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を
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い
。
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。
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十
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こ
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に
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注
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だ
さ
い
。

●
こ
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の
ぼ
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は
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電
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市
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、
亀
崎
北
土
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区
画
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し
ま
す
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売
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の
は
、
次
の
表
の

4
か
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で
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。

　市は、カーフェリーの利用促進

を図るため、次の助成事業を行っ

ています。

◇利用条件＝①細島港発着の川崎

航路を利用すること。②市内の10

人以上の団体がカーフェリーを利

用して研修、見学旅行すること。

◇助成額＝実際に支払った船賃の

20％の額

◇助成の方法＝①市企画課に備え

付けの申請書に旅行計画書を添え

て事前に「日向市カーフェリー利

用促進対策協議会」に提出してく

ださい。②船会社に船賃を支払い

旅行します。③旅行終了後、実際

に支払った船賃の領収書の写しを

添えて請求書を同協議会に提出し

ます。④団体の代表者の口座に助

成金を振り込みます。

◇曰い合わせ＝市企画課（盈内線

2215）

《参考：カーフェリーのダイヤ》

◎日向発（月・水・金曜日）午後

　　8時45分⇒川崎着（翌日）午

　　後4時30分

◎川嶋発（火・木・日曜日）午後

　　7時30分⇒日向着（翌日）午

　　後4時15分
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を
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（
盈
内
線
2
7
2
↓

保留地処分価格一覧表

街区番号 面積 処分価格 間口 奥行き

① 10街区2番 466．99㎡ 19，987．200円 22．4m 21．Om

② 10街区3番 315．80㎡ 13，8951200円 21．Om 15，0m

③ 11街区2番 340．07mご 14，453，000円15．Om 22．6m

④ 43－2街区4番 238．44m『 11，564，300円19．2m 12，6m

※水道、ド水道引き込みL事についての負担金があります。

77



麺団團糠穂冨冨 あなたの健康をサポートします。

市民健康管理センター（容内線2181）

．■
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乳幼児健診

■3か月児健診
と　き◇5月14日（金）、28日（金）

対象◇平成ll年2月生まれ

■7か月児健診
日　時◇5月21日（金）

対　象◇平成10年10月生まれ

■1歳児健康相談
日　時◇5月ll日（火）

対　象◇平成10年4月生まれ

■1歳6か月児健診
日　時◇5月20日（木）

対　象◇平成9年10月生まれ

■3歳児健診

日　時◇5月7日目金）

対象◇平成7年10月生まれ

※受付時間は、3か月児／午後1

時～1時30分、7か月児・1歳6

か月児・3歳兜／午後1時～2時、

1歳児／午前9時30分～10時です。

母子健康手帳を忘れずに、健康管

理センターへ。

（主君525600）　☆今給黎医院

（内・循環實542459）☆寺尾医

院（産婦實631447）

●9日　☆渡辺病院（産婦・泌尿
君571011）☆天生堂医院（内・

整外容538910）☆武富医院（皮
a525522）

●16日　☆千代出病院（内・外・

整外・胃腸・底盤527111）☆柳

田医院（産婦費522950）☆瀧井

病院（内・精神容522409）

●23日　☆二木医院（産婦・外・

胃腸盈544468）　☆協和病院（精

神・神経含542806）☆吉田医院

（内・循環・小児君544401）

●30日　☆鮫島医院（整外倉528

191）☆吉森医院（内・胃腸・循

環・呼吸含524046）　☆永田医院

（産婦倉523388）

※事前に、テレホンサービス（容
53－1214）で確認を。

　　子育てコーナー
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各種検診日程

●胃がん検診

　今回の対象地区は、美々津、幸

脇、財光寺、塩見地区です。受診

希望の方は、事前に申し込みを。

◇5月12日；農村婦人の家

◇5月13日＝農村婦人の家

◇5月14日＝往還公民館

◇5月18日＝切島山2区公民館

◇5月19日＝金ケ浜地区集落セン

　　　　　　ター
◇5月20日＝美々津老人福祉センター

◇5月21日＝JA日向美々津支店

※受付は、午前7時30分から8時

30分までです。

　　　健康あれこれ

塵二二●2日　☆黒木医院（内倉52605

5）☆萩原眼科（眼容637222）

☆山元医院（小児岱留6066）☆

大平医院（望外・リウ・内倉52
3337）

●3日　☆甲斐医院（外・胃腸實

535000）☆児玉小児科医院（小

児容522530）☆安部医院（内・

循環實534788）

●4日　☆和田病院（内・外・脳
外a520011）☆緒方医院（内・

小児盈536333）☆田中眼科（眼
含524009）

●5日　☆三股病院（内・外・整
外・胃腸雪580034）☆尾崎眼科

●母親学級

◇5月19日（水）／妊娠中の健康管

理・妊婦体操（体操のできる服装
持参）

◇5月26日（水）／妊娠中の食事（要

予約：エプロン持参）

　時間は、19口が午後1時30分か

ら、26日が午前10時からです。

●すくすく教室

◇日時＝5月25日（火）午後2時～

◇対象＝生後6か月までの乳児を

育児中のお母さん・お父さん

◇内容＝①身体測定、②離乳食づ

くり、③育児相談、④交流会など

※会場は、いずれの教室も市民健

康管理センター。母子健康手帳を
忘れずに。

　気温が上昇する夏場は、食中毒

の発生しやすい季節です。特にこ

の季節、食品の選び方や取り扱い

に注意しましょう。
　　　　　　　　　　　幽《食中毒予防のポイント》

◎手を洗う習慣を身につける

　外出から帰ったとき、調理や食

事の前、トイレの後などは、セッ

ケンをよく泡立てて流水で洗い流
しましょう。

◎食品は十分に過熱する

　75℃で1分間（100℃なら

ば数秒）過熱すれば、ほとんどの

細菌は死滅します。

◎調理したものはすぐ食べる

　すぐに食べない場合は、冷蔵庫
で保存しましょう。

◎包丁やまな板を使い分ける

　肉用、日用、野菜用と分けるの

が理想ですが、同一の物を使う場

合は、洗剤で洗って熱湯をかけて

から使用するようにしましよう。
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：世帯数

：

：転人
：出生

日向市の人ロと世帯

　　　（HIL4．1．現在）

58，722人〈一310＞

27，804人〈一158＞

30，918人〈一152＞

21，521世帯〈一29＞

510人転出819人

43人　死　亡　44人
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